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１．事業概要
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事業概要

■事業の目的

• 生産年齢人口の減少が本格化していく中、介護事業所が多様な働き方や柔軟
な勤務形態等（兼業・副業、介護助手、短時間勤務、季節限定勤務等）の勤
務体制を構築し、情報発信していくことが求められる。

• 県内のモデル事業所に対し、仕事の切り分け、機能分化、多様な働き方の導
入や、その PR 等に対するコンサルティング等を行うことにより、県外から
の移住者や介護分野未経験者などの新たな雇用を創出する。

■主な事業内容

• モデル事業所へのコンサルティング業務（令和３・４年度計６施設）

• 各事業所の求人プロモーションのためのチラシの作成

• 多様な働き方導入ガイドのとりまとめ（令和３年度新規・令和４年度改訂）

• 移住希望者向けのリーフレット作成（令和４年度）
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コンサルティング業務の基本的な流れ・考え方

①改善方針の共有

②業務棚卸

④プロモー
ションの検討

⑤フォローアップ

③事業所の課題
解決・定着支援

・経営課題・現場課題等の聞き取り
・多様な働き方導入の方針策定、関係者の共通理解および体制づくり
・新たな人材等にアピールしていく業務イメージと現場課題

・新たな人材等のニーズに
あわせたプロモーション
の方針検討

・求人方法への反映
・施設側の受入体制の検討

・施設に適した業務棚卸の
方策検討、実施方法の共有

・実施結果を踏まえた改善
内容の検討

・多様な人材活用を行う上で
障壁となる現場課題の
解決策の検討、試行
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・多様な担い手が働ける職場づくりを促進にむけて、２つの方向性を
軸にして、施設状況に応じてアレンジしながらサポートを進める。

①新たな人材側のニーズを意識した業務棚卸とプロモーション
②施設で抱えている現場課題の解決・定着の支援



多様な働き方導入ガイド

手 順 内 容

（１）課題・目的・目標を

設定する

・導入計画づくりのために

－WHAT（何に対して）：解決すべき課題の設定

－WHERE・WHY（どの業務を・何のために）：明確な目的・目標の設定

－WHO（だれが）：プロジェクトチームの編成

－WHEN・HOW（いつまでに・どのように）：タスクとスケジュール

（２）業務を切り分ける

①見直す業務や見直しのための視点を特定する

②業務切り分け・業務分析をする

③切り出す業務を決定する

④業務手順を作成する

（３）求人する

①職務内容の決定

②採用する人材像の決定

③求人条件・求人募集先の決定

④面接・採用の決定

（４）受入体制を整える・

育成する

①多様な人材向けの業務手引きの準備

②育成担当の決定

③職員への伝達・意識共有

④育成スケジュールの作成

（５）チェック・改善する ・常に振り返り、改善をしていく／現場スタッフと振り返る 10

• 令和３年度のコンサルティング内容をもとに作成し、令和４年度の実施内容
を踏まえて内容の充実を図った。

【多様な働き方の導入手順】



導入ガイド：業務の切り分けのポイント

• 業務見直しで施設が重視する「視点」を持って、専門職が担うことが望まし
い「直接業務」と、専門的な知識を必要とせず介護助手等が担うことが可能
な「間接業務」の業務を切り分ける。

• 切り出した業務をもとに、介護助手のシフト配置のイメージをつくる。
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■業務切り分け表（イメージ）

＜切り分けの大事なポイント＞

◆現場リーダーや現場スタッフと
共に検討する

◆その業務、全くの未経験者でも
分かりますか？

◆一般の人の介護へのハードルは
意外と高い

◆一番大変なリーダーをサポート
する

◆シフト配置から、この業務をし
やすい人をイメージする



導入ガイド：求人のポイント①

• 求人で来てほしい対象者像を明確にする。

• 施設の都合ばかりでなく、働く人のニーズ・気持ちを想像して、ＰＲする
内容や媒体を決めていく。
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・介護助手として短時間のパート勤
務が えられる。

・ 朝や 方など人手が りなくな
る時間 にスポットで入ってもら
いやすい。

・ 育てや仕事も   しているの
で、フレ シ ルな勤務（朝 時
間働いて、 度 ったあと 方 
度勤務など）をしている人がいる。

仕事を 職したあと、 
 活 に  するように
なるが、短時間で に 
  度なら働いてもいい
かなと っている。
（   ・ 性）

     

 育てのため仕事を めて
いたが、 どもが中 生に
なり時間ができたので、
パートで働いてみたいと 
いだした。
（   ・ 性）

・職場の  気や勤務形態の   、
  の くなど、働きやす を重視
する 向にあるため、働く業 につ
いては特別なこだわりがない場合が
ある。

・生活に い場所（新聞 告やスー
パーでの 報、チラシの  等）で
 報をすると 果的。

 育て  

■介護未経験者が希望する働き方の例と対応策



導入ガイド：求人のポイント②

• 客観的な視点から、施設の魅力の棚卸する⇒「 値化する」「比較する」

• 介護助手にお任せする業務内容にあわせて、同時に受入体制や教育体制も
整備していく。
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■施設の魅力発見のための項目

NO. 項目

1 子育てへの支援

2 未経験者への支援

3 ワークライフバランス

4 働く人の負担軽減

5 介護職員のキャリアアップ

6 仕事のやりがい

7 昇給の機会

8 勤務形態の多様性

９ 職員構成や雰囲気

10 介護経験の活用

11 経験・スキルの活用

12 ICTの活用

13 ケアの質の向上

14 ボランティア

15 地域との関係

16 施設見学

＜求人の大事なポイント＞

◆その人はどんな働き方を求めていま
すか？

◆業務内容と募集内容のミスマッチ

◆どうやったら伝わるか、適切な媒体
を選ぶ

◆現場スタッフが仕事を任せすぎる・
任せられない

◆新任者の仕事内容をスタッフや育成
担当者にしっかり伝達する

◆１日・１週間・１か月でどうなって
ほしいか



移住希望 向けのリーフレット①
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移住希望 向けのリーフレット②
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２．令和３年度モデル事業所の
事例報告
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〇令和３年度モデル施設一覧
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自治体 サービス種別 事業所名 取組テーマ

大村市
介護老人保健
施設

リハビリセンター
大村

〇 多様な人材の就業への対応等
を高めるためのリーダー職員の
マネジメント能力の更なる向上

平戸市
特別養護老人
ホーム

特別養護老人ホーム
平戸荘

〇 多様な働き方を実現するため
の業務分析と求人者向け 報素材
の制作

五島市
特別養護老人
ホーム

特別養護老人ホーム
只狩荘

〇 島外移住者向けに多様な働き
方をＰＲするための施設の魅力・
課題の整理と 報素材の制作



〇リハビリセンター大村（大村市）
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●事業所の状況

〇介護老人保健施設
（※ショートステイ、通所リハビリテーション、訪問リハビリテーションを併設）

〇職員 ：82名 〇利用者 ：90名 ※モデル事業実施時点

●取組の概要

• 多様な働き方の導入を進めるためには、現場リーダー職員が多様な人材を
マネジメントすることになります。リハビリセンター大村では、直接多様
な人材をマネジメントすることになる現場主任・副主任クラスの育成を本
事業において実施しました。

●モデル事業実施内容

①現場主任クラス介護職員の育成

・現場主任の抱える課題の明確化の為に育成対象者12名とその上司/同僚/
部下を対象とした360度サーベイ実施

・調査結果を踏まえた研修テーマと研修計画の提案、研修の実施

②求人チラシの作成
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リハビリセンター大村

●実施経緯とポイント

• 現場主任・副主任職員のマネジメント向上のためにコミュニケーション力
を強化したいというテーマは明確だったが、原因が明確ではなかった。

• そこで、まずは主任・副主任を対象として360度サーベイ（アンケートに
よる 己評価・他者評価の分析）を行い、研修対象者の 己評価・他社評
価を 値化して把握。それをもとに研修テーマを設定。

●施設からの声

〇 っていなかった原因が明らかに

• 事業を通じてよかったことは、『何が原因なのかを顕在化できたこと』。

• 360度サーベイの分析結果は、驚くほど現場の状況を表している。特に主
任・副主任クラス職員の『 己肯定感が低い』『言語化能力や工夫して説
明する力』『  で豊かに発想する能力』『論理的  力』に課題がある
ことが 値で出てきた。

〇コロナ禍だからこそ研修は大切

• 新型コロナ感染拡大の中で、変則的な勤務体制を実施しており、研修のた
めに時間を取ること、研修に集中してもらうことが平時より困難だった。

• 職員からの反発があるかもしれないと予測していたが、研修に取り組む姿
勢は前向きでよかった。



〇特別養護老人ホーム平戸荘（平戸市）
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●事業所の状況

〇特別養護老人ホーム
（※ショートステイ、デイサービス、居 介護支援事業所、グループホームなどを併設）

〇職員 ：35名 〇利用者 ：50名 ※モデル事業実施時点

●取組の概要

•  隣に住んでいる若い世 が少ない中で、まずはゆとりある現場となるよ
う、未経験者や周辺業務を担ってくれる人に向けたアプローチを えるた
めに、多様な働き方を実現するための課題と魅力の整理や、施設の業務分
析（マニュアル、初任者対応の整理）、求人チラシや 報素材の制作を行
いました。

●モデル事業実施内容

①多様な働き方を実現するための課題と魅力の整理

②施設の業務分析（マニュアル、初任 対応の整理）

③求人チラシ、広報素材の制作
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特別養護老人ホーム平戸荘

●実施経緯とポイント

• 未経験から働くイメージを求人に反映できるようにするため、施設で働い
ている異業種からの転職者へのヒアリングを実施。未経験から働き始め、
資格を取るまで成長した働きぶりを言語化した。その経験談をもとに、未
経験者に提示できる施設の強みを抽出して、 報素材をまとめた。

• 受入体制の面では、マニュアルの 整理を実施。初任者が初 、１ 間後、
１か月後のように 階的に仕事を身に付けられるように整理を行った。

●施設からの声

〇業務を捉え直す意義

• これまで求人チラシに具体的な業務内容がなかったり、マニュアルが新人
には分かりにくくなっていた。余裕がない中で、いろいろ新人にまかせて
しまう状況を改善していきたい。

• 施設スタッフの間では、補助の人にはルーティン化できる業務に絞る等、
お願いする周辺業務を働く人に合わせることが必要だと話している。

〇教えることの仕組化へ

• 初任者への仕事の教え方は 然な流れに任せていた。 階を持って教える
等、仕組みが決まっていれば、しっかりと教えることができるようになる。
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●求人チラシ、広報素材の制作

求人対象像を２パターンに絞り込み
パターン①
 元・移住者で、未経験者の中高年
者向けのアプローチ。短時間から
はじめられる 常業務／サポート業
務に焦点。

パターン②
Uターン組・未経験者の若者向けの
アプローチ。未経験でも ャリア
アップまで可能な仕事であることを
示す

パターン①の求人チラシを作成

特別養護老人ホーム平戸荘



〇特別養護老人ホーム只狩荘（五島市）
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●事業所の状況

〇特別養護老人ホーム

〇職員 ：52名 〇利用者 ：57名 ※モデル事業実施時点

●取組の概要

• 事業所ですでに取り組まれている多様な働き方に関して、働いている方へ
のインタビューやワークショップ等を通じて課題と魅力の整理をおこない、
島外の人に向けて 果的に発信する手法を検討しました。これらをもとに
パンフレットと求人チラシを制作しました。

●モデル事業実施内容

①多様な働き方を実現するための課題と魅力の整理

②県外の人に向けたプロモーション

③求人チラシの作成
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特別養護老人ホーム只狩荘

●実施経緯とポイント

• 只狩荘の魅力を伝えるため、職員での
「うちの施設のいいとこ探し」ワーク
ショップを開催。

•  らに実際に五島に移住し、同法人で
働いている方へのインタビューや五島
市移住担当窓口へのヒアリングなどを
実施し、これらの素材をもとにパンフ
レットと求人チラシを作成した。

●施設からの声

〇求人活 に 速活用

• 五島市、法人の魅力を 発見できた。職員ワークショップでは、若手の職
員に集まってもらい、UIターン職員からも話を聴くことができた。職場
改善の取組について、働いている職員目線での意見を聞く機会となった。

•  生の就職活 が本格化する時期に、パンフレットの内容に合わせて求職
サイトの情報等を書き換えて 報。求人活 の中で活用できている。

〇人材確保から定着支援へ

• 人材を確保するだけでなく定着のための取組として、サークル活 を開始
したり、SNSでの発信も行っている。
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特別養護老人ホーム只狩荘 作成パンフレット
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特別養護老人ホーム只狩荘 作成パンフレット
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特別養護老人ホーム只狩荘 作成パンフレット
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特別養護老人ホーム只狩荘 作成パンフレット



３．令和４年度モデル事業所の
事例報告
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〇令和４年度モデル施設一覧

30

自治体 サービス種別 事業所名 取組テーマ（10月時点）

壱岐市
介護老人保健
施設

介護老人保健施設
壱岐

〇 多様な働き方導入に向けた間
接業務分析に基づく勤務パターン
ならびに求人素材の作成

雲仙市
特別養護老人
ホーム

特別養護老人ホーム
うんぜんの里

〇 周辺  の求職者へ多様な働
き方をPRするための求職者の
ニーズに応じた求人素材の制作

新上五
島町

特定施設入居
者生活介護

養護老人ホーム
朝海荘（あ みそう）

〇 業務分析による間接業務の整
理と、オンライン活用を含めた県
外移住者向け 報素材の制作



① 介護老人保健施設 壱岐

１）住所 ：長崎県壱岐市勝本町本宮南触２３６

２）形態 ：介護老人保健施設

３）従業員 ：看護職１２人、介護職３１人（常勤のみ）

４）利用者 ：８６人（短期入所は３６人）

31

〇施設の概況

〇スケジュール

回 実施日 参加 概要

第１回 令和4年8月10 
・施設長
・リーダー的職員

・問題意識、課題の聞き取り

第２回 令和4年9月14 
・施設長
・リーダー的職員

・周辺業務の切り分け
・課題解決のための方向性の確認

第３回 令和4年10月24 
・施設長
・リーダー的職員

・課題と対応策の絞り込み
・移住希望者向け求人チラシの作成

第４回 令和4年12月1 
・施設長
・リーダー的職員

・勤務パターンの整理
・移住者インタビュー

第５回 令和4年12月26 ・施設長 ・第２弾求人チラシについて



介護老人保健施設 壱岐
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〇課題

• 間接業務の分担による介護職員の負担軽減

➢ 施設側では10分単位での業務内容の書き出しまで着手。

➢ 介護助手に依頼したい間接業務の内容・時間 の特定にまでは
至っていない状態。

➢ 間接業務の特定まで至っていないので、求人イメージも特定で
きていない。

〇主な実施項目

① 施設課題と対応案マップの整理

② 間接業務の「業務パターン」の整理

③ 整理された情報に基づく求人ちらしの作成



介護老人保健施設 壱岐
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①施設課題と対応案マップの整理

• 課題マップから優先順位を検討。
• 「A 間接業務の具体化」「Ｂ人材配置シミュレーション」をもとに
求人ちらしの内容・配布先などを検討していくこととなった



介護老人保健施設 壱岐
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②間接業務の「業務パターン」の整理

• 優先して任せたい業務内容の分布状況の可視化
• 勤務時間 別の業務内容の整理（下表）
• 介護助手を導入することによるケア業務への波及 果の検討



業務モデル（１） 朝勤務 ７時～10時台

• 朝食の準備等（テー ル消毒、お茶の準備な

ど）を行って頂くことで、利用 様の体調管理、

記録業務等に時間をかけることが出来るのでは

と う。

• 食事の配膳、下膳を行って頂くことで、スタッ

フが食事介助に入ることができる。

• 食後の食器片づけ、口腔ケア後のコップ等の片

付けを行って頂くことで、介護員は、排泄介助

や入浴介助などへスムーズに取りかかることが

出来るのではないかと う。

• 入浴者の浴室への誘導や入浴後の衣類の片付け

などを手伝って頂けば、入浴担当 の負担が減

るのではないかと う。

• 水分補給をゆっくり行いたい。

時間 周辺業務
簡易分類
（作業）

簡易分類
（ケア）

〇中心業務
●専門職が担ったほうがよい業務

７時台

●歯磨き粉つけ 準備 口腔ケア 〇離床介助、〇モーニングケア、
〇専門的記録作業、
〇服薬ケア、〇点眼、〇ポナロン内服、
〇FBS測定、
〇カーデックス記録、〇入浴 の検温、
〇入浴 の手指消毒、〇食前薬内服介助

●お風呂温度確認

●食事準備・消毒 準備 食事ケア

●カートによる各階への配膳 配る 食事ケア

●お茶の準備 配る 食事ケア

●エプロンの準備 配る 食事ケア

●テーブル準備、消毒 拭く 食事ケア

●着替え不足分の準備 配る 入浴ケア

８時台

●食事準備・消毒 準備 食事ケア 〇食事介助、〇配薬、服薬介助、
〇口腔ケア、
〇排泄介助、〇臥床介助、〇入浴 の誘導、
〇入浴介助

●服薬、●摂取量記入

●配膳 配る 食事ケア

●下膳 回収 食事ケア

●男性機械浴溜め 準備 入浴ケア

●女性機械浴溜め 準備 入浴ケア

●塩素検査 準備 入浴ケア

９時台

●食器片づけ（厨房） 洗い物 食事ケア 〇入浴 の誘導、〇入浴介助、
〇入浴 ・体調不良 の検温、
〇点眼（土日）

●療養 所在確認

●口腔ケア片付け 回収 口腔ケア

●コップ洗浄 洗い物 生活環境整備

●ゴミ集め 回収 生活環境整備

●エプロン洗濯 洗濯 生活環境整備

●入浴準備 補充 入浴ケア

10時台
フリー
→時間に縛られない業務を
お願いできる

〇入浴 の誘導、〇入浴介助、
〇排泄介助（オムツ交換）、〇水分補給、
〇医学的ケア（バイタル・BS測定、吸入、
フォルテオ、軟膏塗布）
●荷物チェック・片付け等、●入退所準備

●期待できる中心業務への影響

介護老人保健施設 壱岐

【提示のみ】早朝
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業務モデル（２）お昼勤務 10時～14時台

時間 周辺業務
簡易分類
（作業）

簡易分類
（ケア）

〇中心業務
●専門職が担ったほうがよい業務

10時
台

フリー
→時間に縛られない業務を
お願いできる

〇入浴 の誘導、〇入浴介助、
〇排泄介助（オムツ交換）、〇水分補給、
〇医学的ケア（バイタル・BS測定、吸入、
フォルテオ、軟膏塗布）
●荷物チェック・片付け等、●入退所準備

11時
台

●ゴミ捨て 回収 生活環境整備 〇入浴 の誘導、〇入浴介助
●入浴の記録
〇離床介助、〇手指消毒、
〇浮腫チェック
（点眼、軟膏〇付、バイタル記入）

●療養 所在確認、
●義歯準備、●口腔体操

●昼食準備 準備 食事ケア

●お茶準備 配る 食事ケア

●テーブル消毒 拭く 食事ケア

●口腔ケア準備 準備 口腔ケア

●衣類返却 配る 生活環境整備

12時
台

●配膳 配る 食事ケア
〇食事介助、〇服薬介助、〇口腔ケア、
〇臥床介助、〇排泄介助、
〇スタッフ休憩①、
●食事摂取量記入●下膳 回収 食事ケア

13時
台

●食器片づけ 洗い物 食事ケア
〇臥床介助、〇排泄介助、
〇ケアプラン記入、〇点眼
〇スタッフ休憩②

●食事摂取量記入（カルテ）、
●熱脈表記録、●入退所準備

●口腔ケア片付け 回収 口腔ケア

●エプロン洗濯 洗濯 生活環境整備

• 入浴者の浴室への誘導や入浴後の衣類の片付け

などを手伝って頂けば、利用 様はゆっくりと

入浴が出来、入浴担当 の 持ち（焦る 持

ち）負担も減るのではないかと う。入浴時、

着替え時の見守りの時間も増えるのではないか

と う。

• 可能であれば現在入浴介助4名で行っているの

で、5名で介助し利用 様にゆっくり入浴して

いただきたい（以前は、5名で入浴介助を行っ

ていた）

• 食事介助に時間をかけたい。

• 介助に時間をかけたい。

●期待できる中心業務への影響

介護老人保健施設 壱岐

【提示のみ】お昼
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時間 周辺業務
簡易分類
（作業）

簡易分類
（ケア）

〇中心業務
●専門職が担ったほうがよい業務

14時台

●エプロン干し 洗濯 生活環境整備 〇オムツ交換、〇離床介助
〇整容介助（爪切り、男性髭剃り）
〇スタッフ休憩③●ゴミ集め 回収 生活環境整備

●テーブル消毒 拭く 生活環境整備

●物品補充 補充 全般？？

15時台

●おやつ準備 配る 食事ケア 〇おやつ介助、〇スタッフ休憩④
●療養 所在確認、●健康体操、
●カルテ記入、
●レクリエーション→※介助、
●レクノート記入

●浴室の掃除 清掃 入浴ケア

●ベッドメイキング 清掃 生活環境整備

16時台

●予防着洗濯 洗濯 物品管理 〇排泄介助、〇離床介助、
〇点眼、貼布薬（２階、３階）

●更衣室掃除、●ピコスルファート確認
●物品請求リスト 補充 生活環境整備

●オムツ、下拭き補充 補充 排泄ケア

●ゴミＢ２へ 回収 生活環境整備

●お茶、エプロン準備 準備配る 食事ケア

17時台

●居室・廊下・車椅 ・
手摺等の消毒

拭く 生活環境整備
〇離床介助
〇食前薬介助、手指消毒、
〇ラキソ服用
〇食事介助（早出し～全体）

●口腔ケア準備、●食事摂取量記入

●エプロン・お茶準備 拭く配る 食事ケア

●厨房より食事をフロアへ 配る 食事ケア

●配膳 配る 食事ケア

●下膳 回収 食事ケア

業務モデル（３）午後勤務 14時～17時台

• 14時から15時 環境整備やおやつ等の準備をし

て頂けたら、ケアカンファレンスに時間を充て

ることが出来る。

• レクリエーションに力を入れたい。

• 1人でレクリエーションをするのではなく、2，

3人で 緒に出来れば利用者様も身体を かし

たり出来ると う。

• 利用 様との関わりを増やしたい。

• 離床介助時のスタッフの身体的な負担を減らす。

（時間的に余裕ができれば、福祉用具を使用し

て移乗介助したり、2人介助で移乗したりと、

 分の身体をいたわりながらの介助するといっ

た余裕が出来ればと う。）

• 食事早出しの方の介助が出来る。

●期待できる中心業務への影響

介護老人保健施設 壱岐

【提示のみ】午後勤務
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介護老人保健施設 壱岐

③整理された情報に基づく求人ちらしの作成

• ハローワーク等の窓口で、多様な働き方を伝えられるように作成



介護老人保健施設 壱岐

39

〇実施効果

• 求職 の希望と施設のニーズをもとに、多様な働き方の検討が可能
になった

➢ 業務を見直す機会にもなったことで、介護助手にしてもらえる部分が
多い等の発見もあり、同時に業務切り分け後に確保できる時間の活用
イメージも言語化できた。

➢ 島内の求人活 に限 を感じる中で、時間 ごとに業務整理をするこ
とで、島内外の様々な人に多様な働き方を提示できる求人づくりに活
かしていける。

〇今後について

• 業務整理内容を用いた求人活動の展開

➢ ハローワーク等の仕事を探している移住希望者につながる窓口で配
架・活用してもらえるよう、施設として働きかけることを検討中。島
内で読まれている新聞への掲載も予定しており、Ｕターン等も含めて、
多様な働き方が可能であることを、 く 隣の  を示していけると
よいのではないか。



１）住所 ：長崎県雲仙市瑞穂町古部乙１３９２－１

２）形態 ：介護老人福祉施設

３）従業員 ：常勤37名、パート６名

４）利用者 ：５０人
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〇施設の概況

〇スケジュール
回 実施日 参加 概要

第１回 令和4年8月12 
・施設長
・生活相談員

・問題意識、課題の聞き取り

第２回 令和4年9月1 
・施設長
・生活相談員・副主任

・施設課題の絞り込み
・介護助手のイメージの確認

第３回 令和4年10月7 
・施設長・事務長
・生活相談員

・関係団体へのヒアリング
・施設課題、取組の方向性の特定

令和4年11月上旬 ・第 弾求人チラシの作成

第４回 令和4年11月18 
・施設長
・生活相談員・副主任

・求人のPRポイントになる施設の魅力整理
（魅力カードの土台作り）

第５回 令和4年12月8 ・施設長 ・魅力カードを活用したホームページの修正検討

第６回 令和5年1月16 ・施設長 ・魅力カードを活用した求職者のニーズ調査の検討

令和5年1月下旬
・魅力カードを活用した求職者のニーズ調査
・第二弾求人チラシの作成

●施設ホームページへの反映

② 特別養護老人ホーム うんぜんの里



うんぜんの里
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〇課題

• 効果的な求人のためのPRポイントの探索

➢ 働きやすい環境づくりのための様々な施策を実施中。 方で、
ハローワークや求人サイト等での求人をおこなっても、求人応
募が少ない状態。

➢ 施設の周辺  における求職者の特徴や求人対象者のニーズ、
それに対応したPRポイントが整理 れていない。

〇主な実施項目

① 施設の魅力発見カードの作成

② 魅力カードを活用した求職 へのニーズ調査

③ ニーズ調査の結果を反映した求人素材の作成



うんぜんの里
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〇目的

• 働きやすい環境づくりの取組が、PRポイントになり得るが、施設側
では当たり前のこと認識 れており、求人に活かせていない。

• 様々な対象者像から問いを立てて、それに答えるかたちで「施設の
魅力」を洗い出して整理し、「施設の魅力発見カード」を作成。

〇実施内容

• 施設長、生活相談員、現場の介護スタッフ（副主任）等と意見交換
をしながら、15の項目を整理した。

①施設の魅力発見カードの作成
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カードの項目 PR要素

対象者イメージ（仮説）

 
育
て
世
 

シ
ニ
ア

高
校
生

若
者
転
職
者

移
住
者

経
験
者

１ 育休復職100％！ 育てサポートが充実  育てへの支援 ◎ 〇 〇 〇

２ 介護未経験でも安心！研修でサポートします 未経験者への支援 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

３ 有給取得でワークライフバランスも重視！ ワークライフバランス ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

４ 最新の介護ロボットやICT・IoTを活用！ 負担軽減、ICTの活用 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

５  ャリアアップを目指せる介護現場です！  ャリアアップ、昇給 〇 ◎ ◎ 〇 ◎

６ 介護ならではのやりがいがあります！ 仕事のやりがい 〇 〇 ◎ ◎ 〇 ◎

７ ライフスタイルに合わせた働き方が可能です 勤務形態の多様性 ◎ ◎ ◎

８ 兼業や副業も可能！ 勤務形態の多様性 ◎ ◎

９ 若い人や 性が多い職場です！ 職員構成 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

10 活気があり、和気あいあいとした職場です 職場の  気 ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

11 介護以外のス ルや特技を活かして活躍中！ 経験やス ルの活用 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

12 リハビリやアロマでケアの質を高めています ケアの質の向上 〇 〇 〇 〇 〇 ◎

13 ボランティアなど  に開かれた施設です   との関係 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

14 オンラインでの施設見 等も可能です 施設見 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

15 素晴らしい景色が 望できる施設です！   環境 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇魅力カードの項目とPR要素、対象 のイメージ（仮説）



２

介護未経験でも安心！研修でサポートします

介護業 は、「介護未経験」

「無資格」者の転職も増えてい

ます。そのため、働きながら経

験を積んだり、資格取得をサ

ポートしてくれる事業所が増え

ています。

特別養護老人ホームうんぜんの里では…
・新人職員研修とマンツーマン研修で、業務中も先輩が付いた
り、面談で困り事を気軽に相談できる環境があります。

・実際に、元タクシー運転手さんや、飲食店でホールスタッフ
をしていた方が、未経験で入職後、働きながら経験を積み、
介護福祉士を取得されました。

・資格取得費用も、県の補助金等を使ってサポートします。

施設の魅力発見カードの例
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４

最新の介護ロボットやICT・IoTを活用！

介護業 では、身体的な負担

軽減や業務の 率化のために、

介護ロボットやICT、IoTの導入を

推進しています。

特別養護老人ホームうんぜんの里では…
・介助しやすい介護ベッドやシャワーベッド等を導入。
介護ベッドは島原半島の施設の中で１番多く導入しています。

・利用者さんの睡眠状況を把握するIoTも取り入れて、
夜勤時の居室訪問の回数を減らすことで、利用者さんの
質の高い睡眠の確保や業務効率化につながっています。

・介護記録ではICTを導入して、事務作業が削減されたり、
利用者さんの情報が一括して見られるようになっています。

施設の魅力発見カードの例



うんぜんの里
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②魅力カードを活用した求職 のニーズ調査

〇実施内容

• 実際に魅力カードを見てもらい、「働いてみたいと える、働くことを前
向きに捉えられる」カードを選んでもらう調査を実施。

• 対象者は、うんぜんの里の周辺  の特性上、アプローチがしやすいと 
われるアクティ シニア層を対象に、６名の方に調査を依頼した。

〇調査結果

• アクティ シニア層に対してPRポイントとなり得るのは、以下の４項目で
あった。

順位 魅力カードの項目 対象者のコメント

１
介護未経験でも安心！
研修でサポートします

資格取得や費用をサポートすることをアピールす
るのは、無資格者に訴求性が高い。

２
最新の介護ロボットやICT・IoTを
活用！

施設で実際に働くにあたっての負担の軽減を謳っ
ているのが良い。

３
ライフスタイルに合わせた働き方
が可能です

ライフスタイルに合わせた働き方ができることを
具体例とともに謳っている。

４
有給取得でワークライフバランス
も重視！

有給取得が実際に必ず・気持ちよく取れるかは大
事で、その点が具体的に表記 れている。



うんぜんの里
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③ニーズ調査の結果を反映した
求人素材の作成

〇求人チラシの作成

• アクティ シニア向けに求人
チラシを作成。介護未経験者
に対する研修でのサポートや
ICT等による介護負担軽減の取
組について記載。（右図 
照）

〇ホームページとの連携

• 魅力カードをホームページに
も掲載予定。

• 介護施設で働く際によくある
質問に、魅力カードを添えて
回答するQ&A形式。
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〇実施効果

• 雇用したい人材に応じた求人活動の展開が可能になった

➢ 今回はアクティ シニア層に向けた求人を検討したが、施設の魅力
カードを活用することによって、 育て世 や 生等の若者など、対
象に応じて何を伝えれば良いかが明確になった。

• スタッフのモチベーションの向上にも期待できる

➢ 今回の活 を通して、現在働いているスタッフ 身が、施設の良いと
ころや魅力を実感できたことで、モチベーションの向上にもつながる
可能性がある。

〇今後について

• ネットワークを活かした求人活動への展開

➢ 周辺  や 校、ハローワーク等、様々なネットワークを活かした求
人活 の展開が可能。

➢ 対象別のチラシの配布や、魅力カードを使ったミニゲームなどで、う
んぜんの里を身 に感じてもらえる 報も含めた求人活 ができると
良いのではないか。

うんぜんの里



１）住所 ：長崎県南松浦郡新上五島町奈良尾郷８０５－１

２）形態 ：養護老人ホーム

３）従業員 ：常勤１２人／生活相談員２・介護職７、パート１８人

４）利用者 ：５０人
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〇施設の概況

〇スケジュール

回 実施日 参加 概要

第１回 令和4年8月10 
・施設長
・リーダー的職員

・問題意識、課題の聞き取り

第２回 令和4年9月13 
・施設長
・リーダー的職員

・施設課題の絞り込み
・介護助手のイメージの確認

第３回
令和4年11月
10 、11 

・施設長
・リーダー的職員

・施設訪問 ・チラシの確認
・現場ヒアリング／インタビュー

第４回 令和4年12月26 ・施設長 ・第２弾求人チラシについて

第５回 令和5年1月18 
・施設長
・リーダー的職員

・朝海荘で働くことの訴求ポイント
・オンラインでの求人アプローチ

第６回 令和5年2月14 〃 ・移住者向けサイト記事の作成

２～３月：移住向けサイト記事の公開、ツアーの企画化

③ 養護老人ホーム 朝海荘



朝海荘
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〇課題

• 間接業務の整理と求人プロモーションの多様化

➢ 高齢化・人口減少による島内での雇用開拓の難し 

➢ 施設で業務切分に着手していたが、業務分類や時間配分が大ま
かなため、活用しにくいものとなっていた

➢ すでに介護助手を導入していたが、すべての間接業務を担当し
きれない状況。

〇主な実施項目

① 間接業務の再整理

② 施設のPRポイントの抽出

③ 移住 向けサイトの活用



朝海荘
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①間接業務の再整理

8時前
・エプロン用意

・配膳

・おしぼり配布　・配茶　・下膳　・食事量チェック

・残食チェック

・口腔ケア具、　自助具等の洗浄

・エプロン回収

・補水の準備

・補水補佐

・補水の準備　・補水補佐

・おやつ配り（週一）

・補水の準備

・補水補佐

・補水の準備

・補水補佐

・補水の準備

・補水補佐

・エプロン用意

・エプロン用意

・エプロン用意 ・エプロン用意

・配膳 ・配膳

・おしぼり配布　・配茶　・下膳

・食事量チェック　・残食チェック

・おしぼり配布　・配茶　・下膳　・食事量チェック

・残食チェック　・口腔ケア具等の洗浄　・エプロン回収

・口腔ケア具、　自助具等の洗浄

・エプロン回収

・おしぼりづくり

14時

15時

16時

17時

13時8時

9時

10時

11時

12時

●３０分単位で整理（食事関連の間接業務）
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• 業務整理の結果を活用した求人を移住希望者に届けるために、
山と海に まれた朝海荘で実現できる「多様な働き方・暮らし」に
関する具体的なPRポイントを抽出

②施設のPRポイントの抽出

朝海荘
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• 移住スカウトサービス「SMOUT」で公開（ https://smout.jp/plans/10851）

③移住 向けサイトの活用

朝海荘

https://smout.jp/plans/10851
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〇実施効果

• 施設内の業務整理により、求人内容が具体的になった

➢ 業務切り分けを深掘りすることで、時間 別にお願いしたい 内容が
具体的になり、多様な働き方を示しやすくなった。

• 島内外へのアプローチ方法の継続が期待できる

➢ 「対象の選定」「PRポイントの抽出」から原稿づくりまでをともに行
い、アプローチ方法の がりと継続が期待できる

➢ ２～３月にかけて移住者向けサイト上で記事を掲載。関心を示した人
に向けて、ツアー形式の交流企画を３月に実施予定。

・ 育て世 ： 育てと仕事の両立
・資格を有する移住希望者：趣味と仕事の両立

〇今後について

• 広がりを持って継続的なＰＲ活動へ

➢ 次年度以降、今回切り出した業務内容、朝海荘で働きながら 新上五
島町で暮らす訴求ポイント、交流企画の試行を、より く場面で応用
していけるとよいのではないか。

朝海荘
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